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平成２５年２月２６日、第１８回中標津町農業委員会総会を中標津町議事堂において開催、 

農業委員を招集する。 
 
       本日出席した委員 

１番   中 村 正 生 
２番   笠 原 康 博 
３番   房 川 喜 洋 
４番   氏 家 康 夫 
５番   杉 本 公 也 
６番   柴 野 忠 征 
７番   滝 本   広 
８番   本 田  信  幸 
９番   太 田    誠 
１０番   國 見 正 則 
１１番   久 保 伸 一 
１２番   小 沼   悟 
１３番   佐々木 邦 夫 
１４番   重 松 秀 光 
１５番   纓 坂 尚 久 
１６番   金 刺 健四郎 
１７番   安  田     稔 
１８番   戸 田 重 勝 
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附議した案件 
議案第８２号 農地法第３条の規定による許可申請について 
議案第８３号 農地法第５条の規定による許可申請について 
議案第８４号 農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画の決定について 
議案第８５号 農地法第６条の規定に基づく農業生産法人の定期報告による要件の確認について 
議案第８６号 農業委員会等に関する法律第２９条の規定による費用額の負担及び徴収に関する条

例を廃止する条例制定について 
報告第５５号 農政委員会開催報告について 
 
 
本日出席した職員 
      事 務 局 長   原 田 武 志 
            農地係長･庶務係長   若 森 修 二 
            農  地  主  査     吉 田 佳 弘 

係       本 間 光 代 
 

 

                （開 会   １３時１５分） 
 
議   長     定刻になりました。 

ただ今の出席委員は１８名でございます。 
定足数に達しておりますので、会議は成立致します。 
ただ今から、第１８回中標津町農業委員会総会を開会致します。 
本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 
議事日程に従い、ただちに会議に入ります。 
日程１、｢議事録署名委員の指名について｣を議題に供します。 
会議規則第２ ４条第２項の規定により、議事録署名委員は議長において指名を致し
ます。 

２番   笠 原 康 博 委員 
３番   房 川 喜 洋 委員 
以上、２名を指名致します。 

日程２、会務報告を事務局長から報告致します。 

事務局長 

 
事務局長  １月２８日の総会以降につきまして会務報告を致します。 

項目につきましては、お配りの資料をご覧いただきたいと思います。 

最初に、中標津町農業後継者対策協議会主催のトーヨーグランドホテルを会場に２

月８日に行われた、結婚７年までの後継者のお嫁さんを対象とした「フレッシュ・ミ

ズのつどい」であります。 

当初、１３名の参加申込がありましたが、当日の悪天候、子どもの体調不良などで

欠席があり、８名の参加でありました。午前中は、中標津町保健センターの保健師に

よる講演、お昼からは昼食を兼ねた懇談会により親交を深めたところであります。 
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主催者代表として、副会長の安田会長が出席し挨拶を行っております。 

最後に、２月１５日から１７日までの２泊３日で行われました、中標津町農業後継

者対策協議会主催の冬季交流会であります。今回は、道内外の女性を対象に募集し、

道外から５名、道内は札幌市から1名で、合計６名の参加で行いました。 

今回は、女満別空港を利用した流氷観光、計根別農協の家畜育成センター見学、参

加青年宅の施設訪問、歓迎交流会等で交流を深めたところであり、引き続きの交流の

期待しております。 

１６日の中標津町での歓迎交流会には、副会長である安田会長が出席し激励の挨拶

を行っております。 

以上、会務報告と致します。 

 

議  長  以上で会務報告を終わります。 
日程３、議案第８２号「農地法第３条の規定による許可申請について」を上程いた

します。 

（１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 金刺委員 
 

金刺委員  １６番金刺です。 
上程になりました、議案第８２号「農地法第３条の規定による許可申請について」

(１)について説明致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  譲渡人 中標津町桜ヶ丘         ○ ○ ○ ○  ○○歳 無職 
  譲受人 中標津町東           ○ ○ ○ ○  ○○歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地  番 

公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 
○○○ ○○○○ 畑 畑 ４５，９６１ 牧草畑 
〃 ○○○○ 〃 〃 １，６３８ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １，１２１ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ５７２ 〃 

計４筆 畑 ４９，２９２  
３．許可を受けようとする事由 
  譲渡人  離農のため 
 譲受人  農地を取得して営農を開始するもの 
４．移転の方法   所有権の移転 
５．価 格         ３，６００，０００円 
６．資金調達方法  L資金 ３，６００，０００円 
７．当事者の経営状況 

経      営      地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人    ○○ 
８．見取図  別  紙 
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この案件につきましては、○○○の離農に伴い、農地を家畜施設等と合わせてすべ

て○○○に譲渡するものであり、○○○につきましては先の１２月総会で農政委員会

での協議結果報告のとおり、新規就農者として本農業委員会の認定審査会において認

めた方であります。 
別添の調査書のとおり農地法第３条第２項の各号には該当しないため、許可要件の

すべてを満たしていると考えます。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、(１)の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
（２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 本田委員 
 

本田委員  ８番本田です。 
議案第８２号「農地法第３条の規定による許可申請について」(２)について説明致

します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ２ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  譲渡人 釧路市幸町         ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
  譲受人 中標津町字養老牛        ○ ○ ○ ○  ○○歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地  番 

公 簿 現 況 面 積（㎡） 利用状況 
○○○○ ○○○○ 畑 畑 ６３４ 牧草畑 

３．許可を受けようとする事由 
  譲渡人  国有地を売り払うもの 
 譲受人  国有地の売り払いを受けるもの 
４．移転の方法    所有権の移転 
５．価 格          １３，０００円 
６．資金調達方法  自己資金 １３，０００円 
７．当事者の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ 
８．見取図  別  紙 
 
 

この案件につきましては、○○○○○の号線用地を○○○が一団の畑として使用して

いる部分が判明したため、売り渡しの申請をしたものです。 
価格につきましては、あっせん価格の上限額８０万円より○○○○○が時点修正を

行い算出したものであります。中標津町での通常の農地売買価格とはかなり差があり

ますが、農地法での売買であるため調和要件を逸脱する事案とはならないものであり

ます。 
別添の調査書のとおり農地法第３条第２項の各号には該当しないため、許可要件の
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すべてを満たしていると考えます。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、(２)の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし。 
 
議  長  ご異議ないものと認めます。 

よって本案は原案のとおり、可決されました。 
日程４、議案第８３号｢農地法第５条の規定による許可申請について｣を上程致しま

す。 
（１）と（２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 小沼委員 

 
小沼委員  １２番小沼です。 

議案第８３号｢農地法第５条の規定による許可申請について｣（１）（２）を一括説明

致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  貸 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○  
  借 主 中標津町東            ○ ○ ○ ○    
                       ○○○○○ ○○○○ 
２．許可を受けようとする土地の表示 

地  目 
所  在 地  番 

公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 

○○○○○○○ ○○○○ 畑 畑 41,369の内 
１６，０６７  

３．許可を受けようとする事由  砂利採取のため 
４．転用の期間   平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで 
５．権利の種類   使用貸借権 
６．採 取 量   砂利 ４５，７８５㎥ 
７．最 大 切 深   １５．０ｍ 
８．見 取 図   別 紙 
 
（ ２ ） 
１．当事者の住所、氏名 
貸 主 釧路市              ○ ○ ○ ○  

  借 主 中標津町東            ○ ○ ○ ○    
                       ○○○○○ ○○○○ 
２．許可を受けようとする土地の表示 

地  目 
所  在 地  番 

公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 

○○○ ○○○○ 畑 畑 47,483の内 
３，４６７  
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３．許可を受けようとする事由  砂利採取のため 
４．転用の期間   平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで 
５．権利の種類   使用貸借権 
６．採 取 量   砂利 ９，４３２㎥ 
７．最 大 切 深   １５．０ｍ 
８．見 取 図   別 紙 
 

この２件の案件につきましては、砂利採取のため申請があったものです。 
申請地については施工業者立会いの元現地確認をしまして、平成２４年１２月１５

日に第１地区推進班において完了確認を行った農地の続き地を再度申請するものであ

ります。 
農用地区域内の農地ではありますが資源採取のための一時転用申請であり、採取後

においては一団の１０数町の農地として利用可能になることから、転用は止むを得な

いものと判断致しました。 
以上です。 

 
議  長  説明が終わりましたので、（１）と（２）の質疑に入ります。 

（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかりいたします。 
本案は原案のとおり、北海道農業会議へ諮問することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員      異議なし 
 
議    長    ご異議ないものと認めます。 
            よって本案は原案のとおり、諮問致します。 

日程５、議案第８４号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用

集積計画の決定について」を上程致します。 
（１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  
（挙手あり） 小沼委員 
 

小沼村委員  １２番小沼です。 
議案第８４号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画

の決定について」（１）について、説明致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  譲渡人 中標津町字武佐        ○ ○ ○ ○  ○○歳 農業 
  譲受人 中標津町字武佐        ○ ○ ○ ○  ○○歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地  番 

公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○○○○ ○○○○ 原野 畑 １１，２７８ 普通畑 
〃 ○○○○ 畑 〃 １３，５２３ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １５，１３４ 〃 
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〃 ○○○○ 〃 〃 ５，５５５ 〃 
〃 ○○○○ 山林 〃 ８，１５６ 〃 
〃 ○○○○ 原野 〃 ２，８０３ 〃 
〃 ○○○○ 山林 〃 ３，１３０ 〃 

計 7筆 畑 ５９，５７９  
３．許可を受けようとする事由 
  譲渡人  近隣農家に譲渡するもの 
  譲受人  譲渡を受け経営規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容 所有権の移転 
５．価 格            ３，６０２，０００円 
６．資金調達方法  経済改善資金 ３，６００，０００円 

自己資金       ２，０００円 
７．譲受人の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ 
８．適 用  農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
９．見取図  別  紙 
 
 

この案件につきましては、○○○所有の農地の一部を譲渡するにあたり地域におい

て協議したところ、近隣農家の○○○が取得することに決定したものです。 
別添調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いるとものと判断致しました。 
以上でございます。 

 
議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 

（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし。 
 
議  長  ご異議ないものと認めます。 

よって本案は原案のとおり、可決されました。 
日程６、議案第８５号｢農地法第６条の規定に基づく農業生産法人の定期報告による

要件の確認について｣を議題に供します。 
内容を事務局から説明願います。 
（挙手あり）  農地主査 

 
農地主査  議案第８５号「農地法第６条の規定に基づく農業生産法人の定期報告による要件の

確認について」ご説明致します。 
１５ページをお開きください。 

平成２４年分○○○○○○○○の報告書が提出されました。 
記載の通り、農業生産法人の要件を全て満たしているものでありました。 
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以上でございます。 

 

議  長  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかり致します。 
本案は原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし。 
 
議   長   ご異議ないものと認めます。 

よって本案は原案のとおり、承認されました。 
日程７、報告第５５号「農政委員会開催報告について｣を議題に供します。 

内容を委員長から報告願います。 
（挙手あり） 纓坂委員長。 

 
纓坂委員  １５番纓坂です。 
      議案書１９ページをお開きください。 

（以下、議案資料を朗読） 
 
平成２５年２月１８日役場２０１号会議室において、農政委員会を開催し審議を行ったので、中標
津町農業委員会会議規則第２３条の規定によりその結果を報告します。 
 
◎審  議  内  容 
 
１．「農業委員会等に関する法律第２９条の規定による費用額の負担及び徴収に関する条例」の廃止に
ついて 
 町全体で条例規則の見直しの指示があり、既に条例の目的が終了しているもの現状と合わなくなっ
た条例等の改廃を求められております。本条例については、昭和２４年に制定され昭和３２年の改正
を経て現在に至っており、過去３０年間では本条例による費用額の負担徴収は行われていない状況で
あります。 
○協議結果 
 現在、農業委員会が農地に立ち入り調査を必要とする事案はなく、条例制定当時とは異なり国土調
査が行われた中標津町で、今後もその様な事案の発生は想定されない事から、本条例は廃止するとの
結論となったところであります。 
 
２．平成２５年度総会日程について 
○協議結果 
 事務局から提案のあった日程により行うが、諸般の事情により開催困難となる場合は随時変更を行
うとしたところであります。 
 
３．平成２６年農業政策と予算に関する要望・意見の提出について 
 本年５月３０日の全国農業委員会会長大会に併せて行われる、道選出国会議員に対し要請活動にお
ける要望・意見の集約を根室地方農業委員会連合会が行っており、本農業委員会の要望・意見を求め
られているものであります。 
○協議結果 
 本農業委員会としては、近年離農時における農地処分方法で賃貸借により比率が増加しており、担
い手農業者の経営に悪影響を及ぼしていること、旧農業者年金破綻時に農業者年金を脱退し現在農業
者年金の加入をしていない経営者が経営移譲の時期を迎え、生前一括贈与による納税猶予の適用を受
けている経営者の贈与税が経営移譲を行った場合、確定してしまう制度となっていることなどの解消
を要望の目的とした要望・意見を提出するとの結論となったところであります。 
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以上、農政委員会の開催報告と致します。 
 

議  長  報告が終わりましたので、質疑を受けたいと思います。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
以上で農政委員会の報告を終わります。 

日程８、議案第８６号「農業委員会等に関する法律第２９条の規定による費用額の

負担及び徴収に関する条例を廃止する条例制定について」を上程します。 
提案内容を事務局から説明致します。 
事務局長 
 

事務局長  議案第８６号「農業委員会等に関する法律第２９条の規定による費用額の負担及び

徴収に関する条例を廃止する条例について」の提案理由についてご説明申し上げます。 

議案書の１７ページをお開き下さい。 

本条例は、昭和２４年に制定され昭和３２年に１度改正された後、現在に至ってい

るものであり、農業委員会がその所掌事務を行うため必要がある場合の現地調査等に

掛かる経費の実費を当事者より徴収するとしているものであります。 

先に農政委員会の協議結果が委員長から報告がありましたとおり、本条例は既に役

目を終了していることから、農業委員会等に関する法律第２９条の規定による費用額

の負担及び徴収に関する条例、昭和２４年条例第１３号は廃止するものであります。 

附則としまして、この条例は平成２５年４月１日から施行するものであります。 

以上、提案理由の説明とさせていただきます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし。 
 
議  長  ご異議ないものと認めます。 

よって本案は原案のとおり、承認されました。 
なお本条例は、平成２５年中標津町議会３月定例会に上程され、正式に決定される

運びとなっております。 
以上で本総会に提出されました議案の審議は、すべて終了致しました。 
これをもちまして、第１８回総会を閉会致します。 
ご苦労様でした。 
 

（閉会   １３時３７分） 
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 以上、本総会の顛末を記録し相違ないことを証するため、ここに署名する。 
 
 
 
 
 
 
平成２５年２月２６日 
 
 
 
 
                  会  長                                       
 
 
                  ２ 番                                      
 
 
                  ３ 番                                      

 
 


